
情報・システム研究機構における
データサイエンス推進の取組みについて

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構
機構長 藤井 良一
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１）情報・システム研究機構のミッション
２）データサイエンス時代の課題と当機構の役割
３）データサイエンス共同利用基盤施設を始めとする

データサイエンス推進の施策
４）データサイエンス人材の育成

アウトライン
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機構の成立ちとミッションとしてのデータサイエンス推進

現象の解明

意思決定

予測・制御

実験・観測・
調査

大規模（統合）
データベース

人間・社会

地球・環境

生命

解析・
モデリング

生命、地球、環境、社会などの
複雑な問題を、物質とエネル
ギーの観点に替って情報とシス
テムという立場から捉えるため
の、方法の研究、研究基盤の整
備および融合研究による新分野
の開拓を行なう。

極地研 情報研 統計数理研 遺伝研

研究戦略の立案
戦略企画本部

データ共有・解析支援
データサイエンス
共同利用基盤施設

共同研究拡大と新分野創成

国立極地
研究所

2004年
大学共同利用機関法人
情報・システム研究
機構設置 2013年

データ中心科学
リサーチコモンズ
事業開始2007年

ライフサイエンス
統合データベース
センター設置

2005年
新領域融合研究
センター設置

国立情報学
研究所

統計数理
研究所

国立遺伝学
研究所
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情報・システム研究機構の概要

国立極地研究所、国立情報学研究所、統計数理研究所、国立遺伝学研究所の４研究所が
全国の大学等の研究者コミュニティと連携して、世界水準の総合研究を推進するととも
に、機構長のリーダーシップのもと、21世紀社会の重要かつ複雑な現象に関する問題を
情報とシステムという視点から捉えなおすことによって、その解決を目指す。

法 人 の 基 本 的 な 目 標

アクションプラン
1. 世界トップレベルの研究の推進
◆新たな研究パラダイムを構築し、新分野を開拓
◆世界水準の先進的な研究を推進
2. 共同利用・共同研究の推進
◆研究コミュニティの要請に応え、大学等の研究力
アップに貢献
◆学術情報基盤(SINET, DDBJ等)を全国の大学等に
提供
3. データサイエンスを振興
uデータサイエンス共同利用基盤施設（DS施設）
の活動を強化し、データ駆動型科学を発展させて、
社会イノベーションを推進

uデータ共有支援、データ解析支援を進め、同時に
データサイエンティストを育成

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

データサイエンス共同利用
基盤施設（DS施設）

国立極地研究所

機構長
戦略企画本部

国立情報学研究所

URAステーション
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４研究所 ： 学術コミュニティの中核的拠点

学理の追求と大学共同利用、人材育成で
社会や大学等へ広く貢献する

各研究所（機関）は
各学術コミュニティ
のCOEとして機能

社会と連携し
基礎的基盤的な
成果を社会還元

大学等と法人単
位で連携し
最先端研究と
科学の発展支援



ビッグデータには膨大な知識や価値が埋もれている
しかし、現在の方法・技術では有効活用は不十分

・多くは構造化されていない
・価値密度が低い
・不均一（形式、精度、観測頻度、非定常性）、スパース

ビッグデータを効果的・効率的に集約し
革新的な科学的方法により知識発見や価値創造を行うこ
とが重要

データ中心の新たな方法論：第４の科学が必要
大規模データ処理 大量の散在するデータをリアルタイム処理する技術
データ可視化 膨大な高次元データや計算結果を人間が把握可能に

する技術
データ解析 ビッグデータからの深い知識獲得のための方法

学術と社会のデータサイエンスへの要請
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欧州非干渉散乱レーダー（北欧での超高層大気観測）
1997年から日本は極地研究所を代表機関として参加
2020年過ぎに新レーダー EISCAT_3D 観測開始
データの最速の出力は 1.6 Tbit/秒 (生データ）
リアルタイム処理後：
54 Gbit/秒 3.2 Tbit/分 4.7 Pbit/日 1.7 Ebit/年

数年後には対応が迫られる
Challengingな課題

対応を迫られるビッグデータ例 EISCAT_3D

EISCAT_3Dコアサイト
八木アンテナ 10000本
送信ピーク電力 10 MW
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●中期的対応（法人第3期）
データサイエンス（第4の科学）の推進
データサイエンス共同利用基盤施設の設置
データ共有支援
データ解析支援
人材育成（データサイエンス，セキュリティ）
（H30 所属研究者46名 年間予算4.8億円）

オープンサイエンスの推進
教員配置の二重構造化

←研究の規模、スピードへの対応

●長期的対応（法人第4期に向けて検討中）
システムサイエンス，システム化技術の推進

分野融合・新分野創成のための機構の施策
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～データサイエンスの展開：オープンサイエンス推進～

多
様
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

国立情報学研究所（NII）

情報・システム研究機構（ROIS）
データサイエンス共同利用基盤施設

オープンサイエンス研究データ基盤
データ管理基盤データ公開基盤データ検索基盤

• 対象分野のデータサイエンス活動支援
• 分野特化型基盤の整備⇔NII基盤と連携

基盤整備

ROISデータ解析支援、共有支援を全国に展開（大学の機能強化等）
オープンサイエンスの実現→異分野融合・新分野創成を促進

大学や研究コミュニティ 社会（国、産業界等）
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データ共有支援
高度メタデータ付加機能など

データ解析支援
活動支援

デ ー タ 解 析 支 援

デ ー タ 共 有 支 援
高度メタデータ付加機能など

�	������
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機構内のデータベース統合・相互利活用学術界・社会全体のデータベース統合・相互利活用への道 ～オープンサイエンス実現へ

環境学 人文学
金融・経済学 生命・医薬学

物理学・化学 社会統計 動向調査
社会調査 政策決定
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DS施設公募型共同研究「ROIS-DS-JOINT 2018」採択課題一覧（第１回募集分）

一般共同研究

課題番号 継 申請者 所属機関／職名 研究課題名 DS施設側教員 DS施設側センター等名

001RP2018 細川 敬祐 電気通信大学／大学院情報理工学研
究科／准教授 ロングイヤビン及びアイスランドの光学観測データを活用したオプティカルフローデータベースの構築 田中 良昌 極域環境データサイエンスセンター

002RP2018 深沢 圭一郎 京都大学／学術情報メディアセンター／
准教授 観測・数値シミュレーション・機械学習の融合による宇宙プラズマ現象予測モデルの開発 中野 慎也 データ融合計算支援プロジェクト

003RP2018 ○ Masayuki
Kanai

Senshu University／School of
Human Sciences／Professor

Harmonization and Documentation of International Survey Data on
Wellbeing in Seven Asian Countries for Publication

Tadahiko
Maeda 社会データ構造化センター

004RP2018 馬場 壮太郞 琉球大学／教育学部／教授 南極岩石試料レポジトリの確立によるデータサイエンスへの応用 矢吹 裕伯 極域環境データサイエンスセンター

005RP2018 ○ 吉沢 明康 京都大学／大学院薬学研究科／特定
助教 文字列高速検索技術とRDFを用いたタンパク質及び塩基配列同定リソースの開発とその応用 内藤 雄樹 ライフサイエンス統合データベースセンター

006RP2018 堤田 成政 京都大学／地球環境学堂／助教 地理的加重モデルによる多変量地理空間データ解析 村上 大輔 データ融合計算支援プロジェクト

007RP2018 ○ 髙橋 彰 関西学院大学／総合政策学部／契約
助手

メモリーハンティングを活用した戦後から現在の京都の景観変化に関する研究－京都市電のデジ
タル・アーカイブ写真を事例として－ 北本 朝展 人文学オープンデータ共同利用センター

008RP2018 桑原 知巳 香川大学／医学部／教授 既知ゲノム情報に基づく難培養性ルミノコッカス科バクテリアの培養条件設計 五斗 進 ライフサイエンス統合データベースセンター

009RP2018 鴨川 仁
東京学芸大学／教育学部自然科学系
基礎自然科学講座物理科学分野／准
教授

全地球電気回路研究のための地上大気電場観測データのデータベース化とデータ解析システム
の開発 門倉 昭 極域環境データサイエンスセンター

010RP2018 渡部 諭 秋田県立大学／総合科学教育研究セ
ンター／教授 犯罪統計データの解析法の開発とオープンデータに向けた検討 吉野 諒三 社会データ構造化センター

011RP2018 加藤 千尋 信州大学／学術研究院理学系／准教
授 昭和基地宇宙線観測データのためのリアルタイム・アーカイブシステムの構築 門倉 昭 極域環境データサイエンスセンター

012RP2018 三浦 恭子 熊本大学／大学院生命科学研究部老
化・健康長寿学分野／准教授 最長寿齧歯類ハダカデバネズミにおける老化耐性機構の制御遺伝子の同定 坊農 秀雅 ライフサイエンス統合データベースセンター

013RP2018 陳 艶艶 福岡工業大学／社会環境学部／助教 調査データに基づく環境配慮行動のパターン解析とモデル化 吉野 諒三 社会データ構造化センター

014RP2018 ○ 櫻井 伸一 京都工芸繊維大学／繊維学系／教授 ポリマー材料の一軸延伸過程での亀裂発生メカニズム解明のためのデータ同化シミュレーション 中野 慎也，
野村 俊一 データ融合計算支援プロジェクト

015RP2018 ○ 嶋田 健一 ハーバード大学／医学部システム薬理
学研究室／博士研究員 オーソログ共進化パターンに基づくゲノムワイド遺伝子相互作用の推定 千葉 啓和 ライフサイエンス統合データベースセンター

016RP2018 ○ 天竺桂 弘子 東京農工大学／大学院・農学研究院
／講師 昆虫由来化合物の新奇な構造を創る代謝酵素CYPの同定 坊農 秀雅 ライフサイエンス統合データベースセンター

017RP2018 ○ 才田 聡子 北九州工業高等専門学校／／准教授 インタラクティブな複合型大規模データの可視化ツール開発によるデータサイエンス教育教材の提
供 中野 慎也 データ融合計算支援プロジェクト

018RP2018 山本 真行 高知工科大学／システム工学群／教
授 南極インフラサウンド観測データ収録公開システムの構築 金尾 政紀 極域環境データサイエンスセンター

019RP2018 海老原 祐輔 京都大学／生存圏研究所／准教授 南極点及びマクマード基地における多種類の光学観測データを用いた統合データベースの開発 門倉 昭 極域環境データサイエンスセンター

020RP2018 村田 健史
情報通信研究機構 ／ソーシャルイノ
ベーションユニット総合テストベッド研究開
発推進センター／研究統括

歴史的行政区域データセットへの現代町丁目地理データ接続とCODHからのWeb公開 北本 朝展 人文学オープンデータ共同利用センター

021RP2018 深田 秀実 小樽商科大学／社会情報学科／教授 観光地でのビックデータ活用による「観光防災情報プラットフォームの整備」に向けた研究 小出 哲彰 社会データ構造化センター

022RP2018 伊藤 伸介 中央大学／経済学部／教授 データ構造から見た公的統計ミクロデータの利活用のあり方に関する研究 南 和宏 社会データ構造化センター

023RP2018 河野 憲嗣 大分大学／経済学部／教授 大分県におけるインバウンド観光客の動線分析 小出 哲彰 社会データ構造化センター

024RP2018 ○ 姫野 順一 長崎外国語大学／外国語学部／特別
任用教授 スマホ・アプリ「長崎古写真ハンティング」の実証とARとの結合実験 北本 朝展 人文学オープンデータ共同利用センター

025RP2018 ○ 堂免 隆浩 一橋大学／大学院社会学研究科／教
授 自治体連携型調査システムの開発とその成立条件に関する研究 前田 忠彦 社会データ構造化センター

026RP2018 馬場 保徳 石川県立大学／生物資源工学研究所
／助教 リグノセルロース分解複合微生物系におけるde novo assembly based RNA-seq解析 野口 英樹 ゲノムデータ解析支援センター

データサイエンス共同利用基盤施設 公募型共同研究
（１）一般共同研究
データサイエンスに関する研究課題につい
て、他機関研究者等とDS施設研究者がDS施
設を利活用し、少人数で行う研究.
研究代表者は、情シス以外の教育・研究機
関（国外を含む大学、大学共同利用機関法人、
国立研究開発法人、独立行政法人等）や行政
組織等と直接雇用関係にあり、かつ研究・開
発、調査を主たる業務とする方（図書館司書
や博物館等の学芸員、研究員を含む). 
【１件あたりの申請額】上限100万円/年
【同一課題の継続】 ３年を上限

（２）共同研究集会
比較的少人数で実施する集会で、共同研究
に向けた討論やデータサイエンスに関する研
究交流、講習会等。共同研究集会に参加する
ための旅費や開催に要する経費負担.
申請者は、情シス以外の教育・研究機関
（国外を含む大学、大学共同利用機関法人、
国立研究開発法人、独立行政法人等）や行政
組織等、民間企業と直接雇用関係にある方で
研究・開発、調査を主たる業務としない方も
申請が可能.
【１件あたりの申請額】上限50万円。 ��
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未来投資型プロジェクト（新研究領域開拓）

課題例：「動物学・流体力学・ロボット工学の融合による鳥類の形態進化研究
と動物型ロボット設計への応用：「野生動物工学」分野の創成」（極地研）
研究内容：流体学的な視点に基づく鳥類の野外行動とクチバシ形態の分析結果
を応用した技術試験ロボットの設計、「野生動物工学」という新たな研究分野
の創設を目指す。

課題例：データ中心ケミストリ：データ駆動型新規物質・知識創成に向けたケ
ミカルデータ共有支援（機構本部）
研究内容：新規化学物質の発見と化学合成法の設計に資する、量子科学とデー
タケミストリを統合した化学物質・反応データ基盤の創出と共有支援を推進。
課題例：画像検索のための構造化問い合わせ言語による歴史的典籍画像検索シ
ステム（情報研）
研究内容：画像検索処理を構造的・統一的に記述する問い合わせ言語，「PQL:
Pictorial Structured Query Language」を構築し、従来不可能だった「画像
内容を考慮した問い合わせ」を可能とする画像検索システムの構築を目指す。

FSから本研究への採択
本研究（新規）から本研究（継続）への採択
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機構間連携・文理融合プロジェクト

課題例：Seeking Sentence Unit of Language：クラウドソーシング
を用いた手話対話における文単位認定プラットフォーム構築（情報
研）
研究内容：クラウドソーシングを用いた手話対話における文単位認定
の手法を構築し、日本手話-日本語自動翻訳システム開発等に向けた環
境の整備を目指す。

課題名：日本列島人の進化とその言語文化の起源（遺伝研）
研究内容：膨大なヒトゲノム情報を基に日本語祖語の渡来時期と経路
を推定し、DNAデータから日本語の系統の解明を目指す。

FSから本研究への採択
本研究（新規）から本研究（継続）への採択
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時代が求める研究者・高度技術者を社会・大学等に輩出
研究所が実施する教育プログラムをスケールアップ
●データサイエンティスト養成（統数研）
●トップエスイー（情報研）
●情報セキュリティ技術者養成（情報研）

種類の増加、人材輩出数の増加、OJT強化
社会や大学等のニーズに質、量ともに応える

研究者・社会人の交流
●研究者交流プログラム（所属機関への支援）
●クロスアポイントメント制度を用いた双方向の人材循環
大学の機能強化と研究所•機構の発展双方に貢献

人材育成基盤：研究者や高度技術者等の養成

各研究所の取組
機構支援の強化

��



ROIS各研究所のデータサイエンス人材育成

情報科学人材育成
トップエスイー
情報セキュリティー

Bio informatics人材育成
国際開発者会議 BioHackathon
統合データベース講習会 AJACS
SPARQLthon

統
計
数
理
科
学

情
報
科
学

統計数理科学人材育成
統計思考院
共同研究スタートアップ
公開講座
組織連携に基づくデータサイエンス講座
夏期大学院
データサイエンス・リサーチプラザ
健康科学人材育成（H29~)

500人棟梁レベル
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データサイエンス高度人材育成プログラム（1）
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データサイエンス高度人材育成プログラム（２）
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ご静聴ありがとうございました。

新時代の学術研究へ向けての情報・システム研究機
構の方向性の一端をお話しました。
各研究所の学理を基に、学術基盤の充実を図り、大

学や社会と連携・共創しつつ、機構一丸となってデー
タサイエンス、オープンサイエンスを推進し、今まで
以上に大学等の機能強化や社会のイノベーションに貢
献することを目指します。
皆様のご支援ご鞭撻をお願い申し上げます。


